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初日開講式と同時に行われた研修講座は、電子機械産業の動向に関するセミナーを実施した

心のケアに活躍するアザラシ型ロボット「パ
ロ」。最新のテクノロジーが搭載され、米国
では医療機器として承認されている

一般社団法人日本電子デバイス産業協会の
加藤一氏は「電子デバイス産業界の動向と
日系企業の戦略」について講義

みやぎ高度電子機械人材育成センター議長
を務める、東北大学大学院情報科学研究科
教授の亀山充隆氏

国立研究開発法人産業技術総合研究所の横
井一仁氏は「ロボット技術の現状と展望につ
いて」を講義

み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

実
習
ベ
ー
ス
の
研
修
で
即
戦
力
と
な
り
得
る
人
材
養
成

　
み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
８
月

17
日
～
９
月
９
日
の
日
程
で
、

県
内
の
工
学
系
の
大
学
生
や

高
等
専
門
学
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
修
講
座
を
実
施

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
技
術
者
の

養
成
を
通
じ
て
、
高
度
電
子

機
械
関
連
企
業
の
集
積
と
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

2
0
0
9
年
に
開
設
し
た
産

業
人
材
育
成
機
関
。
産
学
官

連
携
の
も
と
、
実
践
的
な
研

修
を
通
し
て
意
欲
あ
ふ
れ
る

人
材
の
育
成
と
、
高
度
電
子

機
械
産
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
研
修
は
、
電
子
計
測
制
御

コ
ー
ス
と
機
械
制
御
コ
ー
ス

か
ら
選
択
し
て
受
講
す
る
専

門
分
野
と
、
全
受
講
生
対
象

の
共
通
分
野
で
構
成
。
講
師
に

は
産
業
界
や
大
学
よ
り
、
各

分
野
の
専
門
家
が
招
か
れ
た
。

　
今
年
は
電
子
計
測
制
御

コ
ー
ス
13
名
、
機
械
制
御

コ
ー
ス
14
名
が
受
講
し
た
。

「
将
来
自
動
車
業
界
で
働
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
研

修
で
少
し
で
も
技
術
を
身
に

付
け
社
会
に
貢
献
し
た
か
っ

た
」
と
電
子
計
測
制
御
コ
ー

ス
を
受
講
し
た
男
子
学
生
。

機
械
制
御
コ
ー
ス
の
女
子
学

生
は
「
大
学
の
授
業
で
ロ

ボ
ッ
ト
や
機
械
を
制
御
す
る

学
問
に
興
味
を
持
ち
、
座
学

だ
け
で
な
く
実
践
的
な
こ
と

に
も
挑
戦
し
て
も
っ
と
学
び

た
い
と
思
っ
た
」
と
受
講
の

理
由
を
話
し
た
。

　
最
終
日
は
修
了
式
と
同
時

に
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。
実
習
に
協
力
し
た
企

業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
対
話

を
通
じ
て
業
界
や
仕
事
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

○
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス（
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
）

　
も
の
づ
く
り
志
向
を
持
っ
た
人
材
育
成
と
栗

原
地
域
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
、
栗
原
地
域
の

企
業
・
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

多
彩
な
14
講
座
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第
14

回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
in
栗
原
」
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
10
月
3
日
（
土
）
10
時
～
15
時
30
分

場
所
／
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

申
込
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
。

申
込
締
切
／
9
月
18
日
（
金
）
※
必
着

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
7
6
4

（
宮
城
県
産
業
人
材
対
策
課
）

http://www.pref.m
iyagi.jp/soshiki/sanzin/

scienceplus.htm
l

○
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

　「
う
ま
い
味み

や
技ぎ

、
あ
り
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
県
内
各
地
の
特
産
品
・
農
林
水
産
物
・
加

工
品
・
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
宮

城
県
産
品
が
あ
た
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
「
み
や
ぎ

ま
る
ご
と
鍋
」
の
振
る
舞
い
あ
り
。

【
開
催
予
定
日
】

期
間
／
10
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）　

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所
／
宮
城
県
庁
1
階
フ
ロ
ア
、
県
庁
前
駐
車
場
、

勾
当
台
公
園
、
市
民
広
場

※
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
近
日
公
開
予

定
で
す
。

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
8
1
5

（
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
【
宮
城
県
食
産
業
振
興
課
内
】）

○
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　2
0
1
5

　
N
P
O
法
人
ハ
ー
ベ
ス
ト
が
2
0
0
7
年

よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
市
民
講
座
イ
ベ
ン
ト
。

市
民
相
互
の
教
え
合
い
・
学
び
合
い
の
文
化
の

創
造
を
目
指
す
と
と
も
に
、
若
者
へ
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
や
考
え
方
を
持
つ
多
彩
な
大
人
と
の
出

会
い
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
11
月
3
日
（
火
・
祝
）
に
開
催
予
定

場
所
／
東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

問
　
／
0
2
2ｰ

3
9
5ｰ

4
3
1
1

（
N
P
O
法
人
ハ
ー
ベ
ス
ト
）

http://www.heartbest.net/autum
n/

○
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　

　 

業
種
・
職
種
別
企
業
説
明
会

　
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
は
、
若
年
求
職
者

（
44
歳
以
下
の
求
職
者
）
お
よ
び
2
0
1
6
年

3
月
卒
業
予
定
者
（
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
）
を
対
象
に
、
企
業
の
魅
力

を
発
信
し
、
若
い
人
材
を
求
め
る
地
元
企
業
と

若
年
求
職
者
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
業
種
・

職
種
別
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
】

日
時
／
①
営
業
・
販
売
職 

９
月
7
日
（
月
）

②
Ｉ
Ｔ
関
連 

９
月
９
日
（
水
）

③
卸
商
関
連 

９
月
11
日
（
金
）

④
事
務
職 

９
月
14
日
（
月
）

⑤
介
護
・
福
祉
職 

９
月
17
日
（
木
）

⑥
食
品
関
連 

９
月
25
日
（
金
）

⑦
建
設
業
関
連 

10
月
６
日
（
火
）

⑧
サ
ー
ビ
ス
業 

10
月
９
日
（
金
）

13
時
～
16
時
　

場
所
／
仙
台
市
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
２
）（
ア
エ
ル
６
階
）

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
7ｰ

3
4
6
2

（
み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
【
み
や
ぎ
若
年
者
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
】）

担
当
／
楠
田

Ｅ
メ
ー
ル
　t.kusuda@

jc-21.co.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
0
2
2ｰ

2
6
4ｰ

4
5
2
2

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
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７
月
29
日
、
30
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
東
北
大
学
で
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
行
わ

れ
、工
学
部
の
あ
る
青
葉
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
も
多
く
の
高
校
生
た

ち
が
訪
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
講
義

や
模
擬
授
業
な
ど
を
通
し
て
大

学
が
誇
る
最
先
端
の
研
究

に
触
れ
、
参
加
者
は
高
校

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
大

学
の
姿
に
興
味
を
ひ
か
れ

た
様
子
。
各
学
科
・
研
究

室
の
研
究
発
表
に
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
ま
た
工
学
部
を
目
指

す
女
子
学
生
の
た
め
の
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
工
学
に
か
け
る

私
の
夢
」
も
開
催
さ
れ
、
工
学

部
の
女
性
教
員
や
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

講
演
と
、
工
学
部
各
学
科
の
女

子
学
生
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ

れ
た
。
女
性
研
究
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
仕
事
と
家
庭
の
両

立
の
仕
方
の
紹
介
の
ほ
か
、
工

学
部
進
学
に
対
す
る
不
安
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
あ
り
、
工

学
に
興
味
の
あ
る
女
子
学
生
た

ち
も
大
学
生
活
へ
の
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
が

多
く
の
企
業
や
職
業
に
関
す
る
理

解
を
深
め
、
適
切
な
進
路
や
職
業

の
選
択
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
28
年
3

月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」
が
、

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
宮
城

労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
、
宮

城
県
、
仙
台
市
な
ど
が
主
催
。
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
気

仙
沼
市
・
石
巻
市
・
大
崎
市
・
塩

釜
市
・
白
石
市
で
行
わ
れ
た
。

　
7
月
28
日
に
白
石
市
文
化
体

育
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
」
で
開
催
さ
れ
た
企
業

説
明
会
で
は
、
企
業
44
社
、
高
校

生
3
3
4
人
が
参
加
。
参
加
者

が
希
望
す
る
ブ
ー
ス
に
移
動
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
25
分
間
の

説
明
会
を
4
回
行
い
、
生
徒
た
ち

は
、
企
業
担
当
者
の
説
明
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
た
。

　
こ
の
う
ち
古
川
工
業
株
式
会
社

の
担
当
者
は
、「
向
上
意
欲
を
持
っ

た
人
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
ん
じ

る
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
社
後
は
、
十
分

な
研
修
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の

で
安
心
し
て
配
属

先
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と

説
明
し
た
。

　
出
席
し
た
高
校
生
は
「
実
際
に

企
業
の
方
の
お
話
を
聞
け
る
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
自
社

製
品
の
説
明
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
し
て
い
た
だ
い
て
興
味
を
持
ち

ま
し
た
」「
同
年
代
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
い
る
の
で
刺
激
に
も
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

企
業
の
情
報
を
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

高
校
生
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

工
学
部
の
研
究
に
触
れ
て
夢
が
広
が
っ
た

東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

県南地域を中心とした 44 社が集まり、
活気にあふれる会場

工学女子の熱い思いを発表したミニ
フォーラム「工学にかける私の夢」

大学生が作った高性能ロボットに
ついて参加者の質問も飛び交う

身近なことに対するアドバイスも
あった工学女子による座談会

ブレーキの分解・組付など講師陣の熱い
指導の雰囲気を参加者は肌で感じていた

仙台高等技術専門校で開催された「機能・
構造」講座。実際のエンジンの分解・組
付を行った

自社について熱く語る参加企業の説明
に真剣に耳を傾ける高校生たち

　
自
動
車
産
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
次
代
の
自
動
車
づ

く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

指
す
「
平
成
27
年
度
み
や
ぎ

カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
研
修
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　
研
修
は
同
セ
ン
タ
ー
運
営
会

議
が
主
催
。東
北
地
方
の
大
学・

高
専
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生

１
３
１
人
が
申
し
込
み
、
自
動

車
の
重
要
テ
ー
マ
全
般
の
知
識

や
電
子
制
御
・
Ｃ
Ａ
Ｅ
※

技
術

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
８
月
10
日
、
11
日
、
仙
台

高
等
技
術
専
門
校
で
開
催
さ
れ

た
「
機
能
・
構
造
」
講
座
で
は
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
機
能
・
構

造
を
学
び
、
エ
ン
ジ
ン・ブ
レ
ー

キ
・
変
速
機
の
分
解
・
組
付
な

ど
の
実
習
も
行
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
本
格
的
な
施
設
で
実

習
で
き
、
と
て
も
有
意
義
で
し

た
」「
こ
の
研
修
で
さ
ら
に
興

味
を
持
っ
た
の
で
、
将
来
ぜ
ひ

自
動
車
産
業
に
就
職
し
た
い
で

す
」
と
い
う
感
想
が
あ
が
っ
た
。

　
８
月
18
日
に
仙
台
市
戦
災
復

興
記
念
館
で
行
わ
れ
た「
生
産・

開
発
」
講
座
で
は
自
動
車
産
業

概
論
や
Ｍ
Ｂ
Ｄ
（
モ
デ
ル
ベ
ー

ス
開
発
）
概
論
な
ど
の
自
動
車

の
生
産
・
開
発
に
関
す
る
共
通

分
野
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
共
通
分
野

で
身
に
付
け
た
基
礎
知
識
を
も

と
に
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
よ
る
改
善
提

案
や
組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
知
識

を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

学
ぶ
実
習
を
体
験
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
東
日
本
で
の
工
場
見
学
や
、

自
動
車
関
連
企
業
と
の
交
流
が

で
き
る
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
13
日
間
に
わ
た
っ
て
総
合
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し
た
。

　
研
修
の
事
務
局
担
当
者
は
、

「
2
0
0
7
年
か
ら
毎
年
実
施

さ
れ
、
過
去
の
参
加
者
の
約

15
％
が
自
動
車
関
連
の
企
業
に

就
職
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

※
Ｃ
Ａ
Ｅ
…Com

puter Aided Engineering

の
略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
活
用
し

た
設
計
・
製
造
支
援
の
こ
と

次
代
の
自
動
車
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し
て

平
成
27
年
度
み
や
ぎ
カ
ー
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8 月18 日に仙台市戦災復興記念館で行われた開講式。その後「生産・開発」に関する
共通分野の講義が行われた

変速機の分解・組付の様子。本格的な施設での実習に参加者も興味津々


